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第

�

回

軽

井

沢

ト

ッ

プ

・

マ

ネ

ジ

メ

ン

ト

・

セ

ミ

ナ

ー

が

７

月

�

～

�

日

、

軽

井

沢

プ

リ

ン

ス

ホ

テ

ル

で

開

か

れ

た

。

「

逆

境

を

乗

り

越

え

る

新

た

な

経

営

～

日

本

の

活

力

を

取

り

戻

せ

～

」

を

テ

ー

マ

に

開

か

れ

た

セ

ミ

ナ

ー

に

は

、

企

業

の

経

営

層

が

集

ま

り

、

都

心

の

喧

騒

を

離

れ

た

環

境

で

、

逆

境

を

乗

り

越

え

よ

う

と

す

る

力

強

い

経

営

に

焦

点

を

当

て

た

さ

ま

ざ

ま

な

プ

ロ

グ

ラ

ム

に

真

摯

に

取

り

組

ん

だ

。

　

日

本

生

産

性

本

部

の

茂

木

友

三

郎

会

長

は

開

会

の

あ

い

さ

つ

の

中

で

、

「

第

２

次

中

期

運

動

目

標

の

柱

の

一

つ

が

、

『

日

本

の

人

材

戦

略

の

再

構

築

と

中

核

人

材

の

育

成

』

だ

。

日

本

生

産

性

本

部

は

設

立

以

来

、

ト

ッ

プ

リ

ー

ダ

ー

の

養

成

を

重

要

な

ミ

ッ

シ

ョ

ン

と

し

、

多

く

の

経

営

幹

部

セ

ミ

ナ

ー

の

開

催

に

取

り

組

ん

で

き

た

」

と

述

べ

た

（

写

真

）

。

　

そ

の

原

点

が

、

１

９

５

８

（

昭

和

�

）

年

８

月

に

日

本

で

初

め

て

の

経

営

者

セ

ミ

ナ

ー

と

し

て

開

催

し

た

軽

井

沢

ト

ッ

プ

・

マ

ネ

ジ

メ

ン

ト

・

セ

ミ

ナ

ー

だ

。

当

時

、

欧

米

に

派

遣

さ

れ

た

視

察

団

の

参

加

者

が

、

欧

米

の

最

新

の

経

営

手

法

を

紹

介

し

た

伝

統

の

セ

ミ

ナ

ー

で

、

経

営

者

の

学

び

あ

う

場

と

し

て

今

日

ま

で

開

催

さ

れ

て

い

る

。

　

茂

木

氏

は

「

今

回

は

、

『

逆

境

を

乗

り

越

え

る

新

た

な

経

営

』

が

テ

ー

マ

で

、

２

日

間

に

わ

た

る

さ

ま

ざ

ま

な

プ

ロ

グ

ラ

ム

を

通

し

、

講

師

や

参

加

者

と

議

論

を

重

ね

、

企

業

の

持

続

的

な

成

長

へ

向

け

た

戦

略

の

構

想

と

、

人

的

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

構

築

の

機

会

と

し

て

い

た

だ

け

れ

ば

と

思

う

」

と

語

っ

た

。

　

こ

の

後

、

軽

井

沢

ト

ッ

プ

・

マ

ネ

ジ

メ

ン

ト

・

セ

ミ

ナ

ー

の

「

総

合

コ

ー

デ

ィ

ネ

ー

タ

ー

」

を

務

め

る

経

営

共

創

基

盤

Ｉ

Ｇ

Ｐ

Ｉ

グ

ル

ー

プ

会

長

の

冨

山

和

彦

氏

が

問

題

提

起

を

行

っ

た

。

　

冨

山

氏

は

「

人

口

減

少

と

構

造

的

な

人

手

不

足

が

進

み

、

物

価

や

金

利

、

賃

金

も

上

昇

す

る

な

ど

、

こ

こ

�

年

来

の

日

本

経

済

に

劇

的

な

パ

ラ

ダ

イ

ム

転

換

が

起

こ

っ

て

い

る

。

突

風

も

あ

り

、

逆

風

も

あ

る

が

、

経

営

環

境

の

風

向

き

が

変

わ

っ

た

と

き

に

、

そ

の

風

を

つ

か

め

る

か

ど

う

か

は

リ

ー

ダ

ー

の

才

覚

次

第

だ

」

と

呼

び

か

け

た

。

　

そ

の

う

え

で

、

経

営

者

が

意

識

し

、

取

り

組

む

べ

き

こ

と

と

し

て

、

「

付

加

価

値

労

働

生

産

性

を

ど

う

高

め

る

か

」

と

い

う

戦

略

の

策

定

と

、

「

本

質

を

見

失

う

こ

と

な

く

、

お

金

を

払

っ

て

く

れ

る

商

品

や

サ

ー

ビ

ス

は

何

か

に

つ

い

て

謙

虚

に

見

つ

め

直

す

」

と

い

う

姿

勢

が

重

要

に

な

る

と

の

考

え

を

示

し

た

。

（

関

連

記

事

２

面

）

　

お

知

ら

せ

　

８

月

�

日

付

で

「

令

和

臨

調

１

周

年

大

会

特

別

号

」

（

４

㌻

）

を

発

行

し

ま

す

。

　

日

本

電

気

特

別

顧

問

の

遠

藤

信

博

氏

は

「

社

会

に

新

し

い

価

値

を

提

供

す

る

企

業

経

営

」

と

題

し

て

基

調

講

演

を

行

っ

た

。

要

旨

は

次

の

通

り

。

◇

　

企

業

の

役

割

は

、

継

続

的

な

価

値

を

創

造

す

る

こ

と

で

あ

り

、

企

業

の

原

点

は

、

人

が

人

間

社

会

に

活

か

さ

れ

る

場

を

提

供

す

る

こ

と

だ

。

企

業

に

と

っ

て

最

も

重

要

な

の

は

「

継

続

」

で

、

人

間

社

会

に

貢

献

す

る

た

め

に

継

続

的

価

値

創

造

能

力

を

磨

き

、

継

続

的

価

値

創

造

の

場

を

提

供

す

る

こ

と

が

求

め

ら

れ

て

い

る

。

　

人

間

社

会

の

持

続

性

と

企

業

の

継

続

性

は

表

裏

一

体

だ

。

企

業

の

目

的

は

価

値

創

造

活

動

を

通

じ

て

人

間

社

会

の

あ

る

べ

き

姿

の

長

期

ビ

ジ

ョ

ン

を

描

き

、

そ

の

実

現

に

向

け

て

継

続

的

に

取

り

組

む

こ

と

だ

。

「

売

り

手

よ

し

、

買

い

手

よ

し

、

世

間

よ

し

」

は

、

近

江

商

人

の

経

営

哲

学

で

あ

る

と

同

時

に

、

多

く

の

日

本

企

業

が

、

こ

の

「

三

方

よ

し

」

を

意

識

し

て

き

た

。

　

日

本

に

は

、

創

業

１

０

０

年

を

超

え

る

長

寿

企

業

が

３

万

３

０

７

６

社

あ

り

、

日

本

最

古

の

起

業

は

飛

鳥

時

代

に

ま

で

遡

る

。

「

日

本

に

ス

タ

ー

ト

ア

ッ

プ

が

生

ま

れ

に

く

い

」

と

言

う

人

が

い

る

が

、

歴

史

を

振

り

返

る

と

、

日

本

は

ず

っ

と

ス

タ

ー

ト

ア

ッ

プ

を

生

み

出

し

続

け

て

き

た

。

も

っ

と

、

日

本

人

の

能

力

に

自

信

を

持

つ

べ

き

だ

。

　

信

頼

は

人

が

築

く

も

の

で

あ

り

、

ブ

ラ

ン

ド

で

は

築

け

な

い

。

い

ま

か

ら

１

０

０

年

後

の

企

業

に

は

、

我

々

含

め

い

ま

い

る

人

は

残

っ

て

い

な

い

。

唯

一

残

る

の

は

文

化

で

あ

る

。

人

が

入

社

し

、

卒

業

し

て

い

く

中

で

、

会

社

が

継

続

す

る

た

め

に

必

要

な

こ

と

は

、

「

良

い

文

化

」

を

作

る

こ

と

に

尽

き

る

。

　

企

業

活

動

に

は

二

つ

の

努

力

が

求

め

ら

れ

る

。

　

組

織

内

に

向

け

た

「

内

な

る

努

力

」

と

、

市

場

な

ど

に

対

す

る

「

外

へ

の

努

力

」

だ

。

市

場

の

状

況

に

関

わ

ら

ず

、

常

に

同

時

に

二

つ

の

努

力

を

続

け

る

こ

と

が

重

要

だ

。

　

イ

ノ

ベ

ー

シ

ョ

ン

と

は

、

市

場

に

従

来

あ

る

ニ

ー

ズ

に

置

き

換

わ

る

新

し

い

ソ

リ

ュ

ー

シ

ョ

ン

を

創

造

す

る

こ

と

だ

。

ま

た

、

提

供

す

る

価

値

の

本

質

は

変

わ

っ

て

い

な

い

が

、

老

若

男

女

が

自

ら

手

に

取

り

使

い

た

い

も

の

を

提

供

す

る

こ

と

も

イ

ノ

ベ

ー

シ

ョ

ン

と

言

え

る

。

イ

ノ

ベ

ー

シ

ョ

ン

に

よ

っ

て

、

ホ

モ

サ

ピ

エ

ン

ス

の

本

質

的

欲

求

に

近

づ

く

こ

と

が

で

き

る

。

　

故

に

、

マ

ー

ケ

テ

ィ

ン

グ

と

は

、

市

場

の

ニ

ー

ズ

を

観

測

し

た

う

え

で

、

そ

の

結

果

を

も

と

に

人

間

社

会

の

本

質

的

欲

求

を

推

定

す

る

こ

と

だ

。

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

の

本

質

的

欲

求

は

「

い

つ

で

も

、

誰

と

で

も

、

ど

こ

で

も

」

で

あ

っ

た

。

従

来

の

固

定

電

話

は

「

ど

こ

で

も

」

の

ニ

ー

ズ

が

満

た

せ

な

い

。

そ

れ

を

可

能

に

し

た

デ

ジ

タ

ル

携

帯

電

話

が

、

出

現

か

ら

た

っ

た

５

年

で

固

定

電

話

の

契

約

数

を

逆

転

し

た

の

は

、

当

然

の

帰

結

だ

ろ

う

。

　

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

が

価

値

創

造

の

カ

ギ

で

あ

り

、

企

業

力

そ

の

も

の

だ

。

企

業

は

複

数

の

組

織

の

集

合

体

で

あ

り

、

組

織

は

特

定

の

目

的

の

た

め

に

作

ら

れ

る

。

こ

の

た

め

、

組

織

の

部

分

最

適

化

は

必

然

に

な

る

が

、

企

業

と

し

て

更

な

る

価

値

追

求

を

実

現

す

る

た

め

に

は

、

枠

を

超

え

た

全

体

最

適

化

が

重

要

に

な

る

。

　

マ

ネ

ジ

メ

ン

ト

の

役

割

は

、

適

切

な

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

の

場

を

設

定

し

、

企

業

価

値

を

高

め

る

こ

と

だ

。

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

を

阻

む

組

織

の

壁

は

、

壊

す

の

で

は

な

く

、

乗

り

越

え

る

も

の

だ

。
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